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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡装置により取得された情報を無線で送受信する無線端末であって、
　使用する周波数帯域の異なる複数種類の無線通信手段と、
　外部から送信される所定の信号を受信する受信手段と、
　前記受信手段が受信した前記所定の信号に基づいて所定の周波数帯域の無線通信を禁止
するかどうかを判定する判定手段と、
　前記判定手段により無線通信が禁止されると判定された周波数帯域に対応する無線通信
手段による電波の送受信を停止する停止手段と、
　前記判定手段の判定結果で無線通信が禁止されない周波数帯域がある場合に前記所定の
信号に基づいて前記複数種類の無線通信手段の中から使用する無線通信手段を選択する選
択手段と、
を備えていること、を特徴とする無線端末。
【請求項２】
　前記所定の信号は赤外線信号であること、を特徴とする請求項１に記載の無線端末。
【請求項３】
　内視鏡装置を搭載するカートに設置されていること、を特徴とする請求項１または請求
項２のいずれかに記載の無線端末。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】
この発明は、内視鏡装置により取得された情報を無線で送受信する無線端末に関する。
【０００２】
【従来の技術】
病院内において検査室に設置されている内視鏡を含む種々の診断及び観察装置で取得され
た画像データや音声データは、磁気記録媒体などに記録されて手渡しで送られている。し
かしながら診察結果などの医療データが記録されている記録媒体を持ち運ぶことは病院側
にとって煩雑な作業である。
【０００３】
近年、ネットワーク機器の価格低下により病院内でネットワークを構築することは容易と
なってきている。また、無線通信機能を有するデジタル機器の普及により無線のネットワ
ークも安価で構築することができるようになってきている。そのため、配線作業によりネ
ットワークの構築が煩雑な有線のネットワークではなく、病院側が責任を持って病院内に
無線基地局を設置して、病院内で弱電波機器を利用した、ネットワークの構築が容易な無
線のネットワークを使用している施設も増加してきている。
【０００４】
また、種々の診断及び観察装置自体に無線通信機能を付加することでそれらの装置のワイ
ヤレス化を図り、ケーブル類の減菌処理の手間を軽減して、診断や手術を迅速に開始する
ことができる装置が提案されている。（例えば、特許文献１参照）。
【０００５】
【特許文献１】
特開２００２－３０１０２３号公報（第３、４頁、第１図）
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、これらの無線通信機能を有する機器は、常時高周波の電波を発信している
ため、その電波の影響により他の機器の誤作動を招くことがある。従って、電車内や病院
内では携帯電話を始めとする高周波電波を発信する機器の使用を控えるように促している
。
【０００７】
通常、無線のネットワークを導入する病院では、その無線のネットワークから発信される
電波の影響により病院内の各部屋に設置されている種々の医療機器が誤作動しないかどう
かを検証するテストを、無線のネットワークを導入する前に実施する。このテストで、無
線のネットワークにより誤作動した医療機器がなかった部屋は無線通信を許可する部屋と
し、無線のネットワークにより誤作動した医療機器があった部屋は無線通信を禁止する部
屋とする。この検証テストの結果に加えて、設置されている医療機器に関係なく無線通信
を禁止する必要がある部屋を考慮して、病院側は、無線通信を行ってよい部屋と無線通信
を行ってはならない部屋とを明瞭に把握している。
【０００８】
内視鏡を含む無線通信機能を有している種々の診断及び観察装置は、病院内の検査室の数
だけあるとは限らないため、検査室間をその装置ごと移動させることがある。しかしなが
ら検査室を移動する毎に入室する部屋に応じて無線通信機能を操作しなければならないた
め、術者にとって煩雑な作業となっていた。
【０００９】
そこで、本発明は上記の事情に鑑み、内視鏡装置により取得された情報を無線で送受信す
るものであって、無線通信が禁止されている領域では確実に電波を発信することがない無
線端末を提供することを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　上記の課題を解決する本発明の一態様に係る無線端末は、内視鏡装置により取得された
情報を無線で送受信するものであって、使用する周波数帯域の異なる複数種類の無線通信
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手段と、外部から送信される所定の信号を受信する受信手段と、この受信手段が受信した
所定の信号に基づいて所定の周波数帯域の無線通信を禁止するかどうかを判定する判定手
段と、判定手段により無線通信が禁止されると判定された周波数帯域に対応する無線通信
手段による電波の送受信を停止する停止手段と、判定手段の判定結果で無線通信が禁止さ
れない周波数帯域がある場合に所定の信号に基づいて複数種類の無線通信手段の中から使
用する無線通信手段を選択する選択手段とを備えたことを特徴としたものである。
【００１１】
　このため無線端末は、無線通信が禁止されている領域内で確実に電波を発信することが
なくなる。その結果、無線端末から発信する電波により他の装置が誤作動することを防止
できる。さらに、使用する周波数帯域の異なった複数種類の無線通信手段を、無線端末の
周囲の状況に応じて使い分けることが可能となる。
【００１２】
また、上記無線端末おいて所定の信号は赤外線信号である。赤外線信号は指向性を有する
信号であるため、無線端末は、この無線端末に向けて投光された所定の信号を確実に受信
ことができる。
【００１３】
また、上記無線端末は内視鏡装置を搭載するカートに設置されている。
【００１４】
【発明の実施の形態】
図１は、本発明の実施形態の無線端末１００の構成を示す正面図である。この無線端末１
００は、内視鏡光源装置１０と、ファイリング用装置２０と、プリンタ３０と、ＵＰＳ（
無停電電源装置）４０と、モニタ５０と、絶縁トランス６０と、無線機７０と、これら全
ての機器を搭載しているカート８０から構成されている。カート８０には車輪８２が備え
られているため、このカート８０により上記の全ての機器を搭載したまま病院内を移動す
ることができる。また、このカート８０には内視鏡ハンガー８４が備えられており、図示
しない電子内視鏡は通常この内視鏡ハンガー８４にぶら下げられている。また、無線端末
１００は、検査室内では商用電源から電源電圧が供給されているが、移動時にはＵＰＳ４
０から電源電圧が供給されている。なお、本実施形態では、複数台の無線端末が用いられ
ている。これらの複数の無線端末の各々において、図１で示す無線端末１００と同一の構
成には、同一の符号を付してここでの詳細な説明は省略する。
【００１５】
図２は、本発明の実施形態の無線端末１００の構成を示すブロック図である。内視鏡光源
装置１０は、電子内視鏡に体腔内を照明する光を供給する光源部と、電子内視鏡により得
られた画像信号に所定の処理を施して映像信号に変換する画像信号処理部とを備えている
。この内視鏡光源装置１０によって生成された映像信号はファイリング用装置２０に送信
されて、このファイリング用装置２０に、電子内視鏡により得られた体腔内の画像情報と
して保存される。また、この映像信号はモニタ５０に出力されて、モニタ５０において電
子内視鏡によって撮像された映像として表示される。プリンタ３０はファイリング用装置
２０に保存されている画像情報をプリントすることができる。また、絶縁トランス６０は
、外部から内視鏡光源装置１０、ファイリング用装置２０、及びプリンタ３０に流れ込ん
でくるノイズをカットするために備えられたものである。なお、ファイリング用装置２０
に保存される情報は、上述の画像情報に限ることなく、診察時に使用した種々の機器の設
定（例えば、画像情報に関係したものであれば、設定されているエンハンス、色情報、ホ
ワイトバランスを示す値など）を記録した情報などであったり、音声情報であったりして
もよい。
【００１６】
無線機７０は、赤外線レシーバー７２と、ＬＡＮデバイス７４と、マイコン７６と、無線
デバイス７８と、無線デバイス７９と、スイッチＳＷ１と、スイッチＳＷ２から構成され
ている。
【００１７】
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赤外線レシーバー７２は外部から送信されてくる赤外線信号を受信して、その受信した信
号をマイコン７６に送信する。ＬＡＮデバイス７４はファイリング用装置２０とマイコン
７６とを接続し、ファイリング用装置２０に保存されている電子内視鏡により得られた画
像情報を、マイコン７６に入力させる機能を有している。また、このＬＡＮデバイス７４
はマイコン７６が無線デバイス７８または７９から取得した情報を、ファイリング用装置
２０に入力させる機能を有している。
【００１８】
無線デバイス７８はマイコン７６から送信された画像情報を外部機器に電波で送信する機
能と、外部機器から送信される電波を受信してマイコン７６に送信する機能を有している
。この無線デバイス７８と商用電源（またはＵＰＳ４０）との間にはスイッチＳＷ１が設
けられている。このＳＷ１がオンの場合、無線デバイス７８は電源電圧が供給されている
ため、常時電波を発信している状態となっている。また、スイッチＳＷ１がオフの場合、
無線デバイス７８は電源電圧が供給されていないため、電波を発信していない状態となっ
ている。
【００１９】
また、無線デバイス７９も同様に、マイコン７６から送信された画像情報を外部機器に電
波で送信する機能と、外部機器から送信される電波を受信してマイコン７６に送信する機
能を有している。この無線デバイス７９と商用電源（またはＵＰＳ４０）との間にはスイ
ッチＳＷ２が設けられている。このスイッチＳＷ２がオンの場合、無線デバイス７９は電
源電圧が供給されているため、常時電波を発信している状態となっている。また、スイッ
チＳＷ２がオフの場合、無線デバイス７９は電源電圧が供給されていないため、電波を発
信していない状態となっている。なお、これらの無線デバイス７８と無線デバイス７９は
それぞれ異なった周波数帯域の電波を使用するもので、例えば、無線デバイス７８はＩＥ
ＥＥ８０２．１１ｘでデータを送受信するものであったり、無線デバイス７９はＢｌｕｅ
ｔｏｏｔｈでデータを送受信するものであったりする。また、これらの無線デバイスから
外部機器に送信される電波に含まれる情報は、電子内視鏡により得られた画像情報であっ
たり、診察時に使用した種々の機器の設定を記録した上述の情報であったり、音声情報で
あったりする。
【００２０】
図３は、本発明の実施形態に用いられる病院の無線アクセスポイントが設置されているフ
ロア４００を示す図である。このフロア４００は、検査室４１０～４５０の５つの部屋や
、フロア４００内においてこれらの検査室の外の部分に該当する廊下などから構成されて
いる。
【００２１】
上述した複数台ある無線端末１００はフロア４００の各部屋に頻繁に出入りするため、こ
のフロア４００の廊下においてこれらの無線端末１００が無線通信可能なように、このフ
ロア４００の廊下には無線アクセスポイント１１０が設置されている。この無線アクセス
ポイント１１０は、複数台ある無線端末１００がＩＥＥＥ８０２．１１ｘやＢｌｕｅｔｏ
ｏｔｈなどによるデータの送受信を行うことができるよう設置されているものである。
【００２２】
検査室４１０～４５０の各部屋の出入口近傍には、カートセンサ２１０～２５０及び赤外
線投光部３１０～３５０がそれぞれ備えられている。また、検査室４４０内には無線アク
セスポイント１２０が設置されており、検査室４５０内には無線アクセスポイント１３０
が設置されている。これらの無線アクセスポイントは、無線アクセスポイント１１０と同
様に、無線端末１００が無線によるデータの送受信を行うことができるよう設置されてい
るものである。また、これらの無線アクセスポイントは、検査室４１０～４３０のいずれ
の検査室にも設置されていない。
【００２３】
無線アクセスポイントが設置されている部屋は、無線端末１００が無線通信を行った場合
でもそこから発信される電波により誤作動を起こす機器がない部屋である。すなわち、無
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線通信が許可された部屋である。無線アクセスポイントが設置されていない部屋は、無線
端末１００が無線通信を行うとそこから発信される電波により誤作動を起こす機器がある
部屋である。すなわち、無線通信が禁止された部屋である。また、無線に用いられる電波
はその種類によって周波数帯域がそれぞれ異なるため、無線アクセスポイントが設置され
ている部屋であっても、その部屋に設置されている機器により、使用してよい周波数帯域
の無線と、使用してはならない周波数帯域の無線とがある。例えば、検査室４４０ではＩ
ＥＥＥ８０２．１１ｘとＢｌｕｅｔｏｏｔｈのいずれを使用しても検査室４４０内に設置
されている機器が誤作動することはないが、検査室４５０ではＢｌｕｅｔｏｏｔｈを使用
すると検査室４５０内に設置されている機器が誤作動し、ＩＥＥＥ８０２．１１ｘを使用
するとそれらの機器が誤作動しないということがある。なお、各検査室に設置されている
機器の無線端末１００から発信される電波による誤作動は、病院側が予め検証テストを行
い、無線端末１００を用いたシステムを導入する前にその全てを把握しておくものである
。
【００２４】
図４は、本発明の実施形態に用いられるフロア４００にある検査室４４０の出入口近傍を
示す図である。この検査室４４０の出入口近傍には、上述したように、カートセンサ２４
０及び赤外線投光部３４０が備えられている。なお、フロア４００の検査室４４０以外の
検査室出入口近傍にも、この検査室４４０の出入口近傍と同様の構造が備えられている。
従って、フロア４００の検査室４４０以外の検査室出入口近傍の説明は省略するものとす
る。
【００２５】
検査室４４０の出入口近傍に備えられているカートセンサ２４０は、ローラー２４１と、
ベルト２４２と、エンコード用反射ユニット２４３と、フォトセンサ２４４と、コントロ
ーラ２４５から構成されている。このカートセンサ２４０は、ローラー２４１の回転方向
及び検査室４４０の状況に応じて赤外線投光部３４０に信号を出力するものである。以下
に、このカートセンサ２４０の構成を説明する。
【００２６】
ローラー２４１は、円柱形状を有しており、その曲面部に長手方向と垂直な方向の外力が
加わると軸２４１ａを中心に回動するよう構成されている。このローラー２４１は、検査
室４４０の出入口前面の廊下側の床下に、軸２４１ａがその床と平行で、かつ曲面部の一
部が床から露出するよう埋設されている。この軸２４１ａには、ローラー２４１の回動に
連動するベルト２４２の一部が接している。また、円板形状を有しているエンコード用反
射ユニット２４３の曲面部にもベルト２４２の一部は接している。
【００２７】
エンコード用反射ユニット２４３は、ベルト２４２に連動して回動するよう構成されてお
り、その曲面部にエンコード用のパターンが形成されている。エンコード用反射ユニット
２４３の曲面部の一部に対向する位置には、この曲面部のエンコード用のパターンを検出
するためのフォトセンサ２４４が２つ備えられている。この曲面部のエンコード用のパタ
ーンは、反射部分と非反射部分とから形成されたパターンであり、２つのフォトセンサ２
４４の各々と対向する位置にそれぞれ形成されている。これらのフォトセンサ２４４は、
このエンコード用のパターンから、エンコード用反射ユニット２４３の回転方向に応じて
異なったパターンを検出する。これらのフォトセンサ２４４は、この検出したパターンを
パルスデータとしてコントローラ２４５に出力する。このコントローラ２４５は、入力さ
れた上記のパルスデータと検査室４４０内の状況とに基づいて、所定の信号を赤外線投光
部３４０に送信する。
【００２８】
図５は、本発明の実施形態の無線端末を用いたシステムの無線通信許可認証処理を示すフ
ローチャートである。この無線通信許可認証処理とは、無線端末１００が移動した場所に
応じてその無線端末１００が無線通信を行ってよいか、さらに、どの周波数帯域の電波を
使用してよいかを判定する処理である。なお、検査室４１０～４３０及び４５０に備えら
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れているカートセンサ２１０～２３０及び２５０において、図４で示すカートセンサ２４
０と同一の構成には、同一の符号を付してここでの詳細な説明は省略する。
【００２９】
無線端末１００が検査室４１０～４５０のいずれかの出入口を通過すると、カート８０の
車輪８２は、ローラー２４１の曲面部と接触してローラー２４１が軸２４１ａを中心とし
て回動するように周方向の力を与える（Ｓ１）。２つのフォトセンサ２４４は、ローラー
２４１の回転方向に応じてそれぞれ異なったパルスデータをコントローラ２４５に出力す
る。
【００３０】
図６は、無線端末１００が検査室のいずれかで入退室した際に２つのフォトセンサ２４４
がコントローラ２４５に出力するパルスデータを示した図である。図６（ａ）には、無線
端末１００が検査室のいずれかに入室した際にこれらのフォトセンサ２４４がコントロー
ラ２４５に出力するパルスデータが示されており、図６（ｂ）には、無線端末１００が検
査室のいずれかから退室した際にこれらのフォトセンサ２４４がコントローラ２４５に出
力するパルスデータが示されている。
【００３１】
図６（ａ）において、無線端末１００が検査室に入室するとエンコード用反射ユニット２
４３は、ローラー２４１とベルト２４２を介して反時計回りに回転する。２つのフォトセ
ンサ２４４の各々は、エンコード用反射ユニット２４３の曲面部に形成された反射部分を
Ｈ（Ｈｉ）、非反射部分をＬ（Ｌｏｗ）として検出する。一方のフォトセンサ２４４に検
出されたパルスデータをパルスデータＡとし、もう一方のフォトセンサ２４４に検出され
たパルスデータをパルスデータＢとした場合、コントローラ２４５に出力されるパルスデ
ータは、Ｌ・Ｌ、Ｈ・Ｌ、Ｈ・Ｈ、Ｌ・Ｈ（パルスデータＡ・パルスデータＢ）となる。
なお、２つのフォトセンサ２４４の各々が検出するパルスが互いにＬとなるときにトリガ
ーが掛かり、コントローラ２４５に出力されるパルスデータは検出される。また、図６（
ｂ）において、無線端末１００が検査室から退室するとエンコード用反射ユニット２４３
は、ローラー２４１とベルト２４２を介して時計回りに回転する。このときコントローラ
２４５に出力されるパルスデータは、Ｌ・Ｌ、Ｌ・Ｈ、Ｈ・Ｈ、Ｈ・Ｌ（パルスデータＡ
・パルスデータＢ）となる。すなわち、無線端末１００が検査室に入室したときと退室し
たときとでは、コントローラ２４５に出力されるパルスデータはそれぞれ異なる。
【００３２】
Ｓ１において、コントローラ２４５に出力されたパルスデータが無線端末１００の退室を
示すパルスデータであった場合（Ｓ１：出）、コントローラ２４５は、退室を表す信号を
赤外線投光部３４０に送信する。この退室を表す信号を受信した赤外線投光部３４０は、
無線端末１００の赤外線レシーバー７２に２０パルスの赤外線信号を送信する。この２０
パルスの赤外線信号を受信した無線端末１００は、入室時における無線の設定に関わらず
、廊下で使用されている無線アクセスポイント１１０に対応した所定の周波数帯域の無線
に設定され（Ｓ１１）、処理は終了する。なお、廊下で使用する所定の周波数帯域の無線
は、病院側が設定するものである。
【００３３】
また、Ｓ１において、コントローラ２４５に出力されたパルスデータが無線端末１００の
入室を示すパルスデータであった場合（Ｓ１：入）、コントローラ２４５は、無線端末１
００が入室した検査室が無線通信を禁止している部屋かどうかを判定する（Ｓ２）。例え
ばこの検査室が検査室４１０であった場合、この検査室４１０出入口近傍に備えられてい
るカートセンサ２１０のコントローラ内に備えられているＲＯＭには、無線端末１００の
検査室４１０内での無線通信を禁止するプログラムが書き込まれているため、無線通信禁
止と判定される（Ｓ２：Ｙ）。そしてこのコントローラは、無線通信禁止を表す信号を赤
外線投光部３１０に送信する。この無線通信禁止を表す信号を受信した赤外線投光部３１
０は、無線端末１００の赤外線レシーバー７２に１０パルスの赤外線信号を送信する。こ
の１０パルスの赤外線信号を受信した無線端末１００は、無線通信を行うことができない
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状態、すなわちＳＷ１及びＳＷ２がオフにされて無線デバイス７８及び無線デバイス７９
に電源電圧が供給されない状態となり（Ｓ２１）、処理は終了する。
【００３４】
また、Ｓ２において、例えばこの検査室が検査室４４０であった場合、カートセンサ２４
０のコントローラ２４５内に備えられている図示しないＲＯＭには、無線端末１００の検
査室４４０内での無線通信を許可するプログラムが書き込まれているため、無線通信可と
判定され（Ｓ２：Ｎ）、Ｓ３へと進む。
【００３５】
そして次に、コントローラ２４５は、入室する検査室において無線端末１００が使用可能
な周波数帯域の無線があるかどうかを判定する（Ｓ３）。この処理は、無線端末１００が
入室する検査室で許可されている少なくとも１種類の周波数帯域の無線の中から、既にそ
の検査室に入室している他の無線端末が使用していない周波数帯域の無線を、選択するも
のである。以下に、Ｓ３において、無線端末１００が入室する検査室が検査室４４０であ
る例を説明する。
【００３６】
カートセンサ２４０のコントローラ２４５のＲＯＭには、ＩＥＥＥ８０２．１１ｘとＢｌ
ｕｅｔｏｏｔｈが検査室４４０で使用できる周波数帯域の無線として記憶されている。ま
た、コントローラ２４５内に備えられている図示しないＲＡＭには、コントローラ２４５
が赤外線投光部３４０に送信した信号の送信履歴が記憶されている。この送信履歴は、コ
ントローラ２４５が赤外線投光部３４０に送信した信号の内容や、信号を送信した時刻を
記憶しているものである。コントローラ２４５は、このＲＡＭに記憶されている送信履歴
に基づいて、検査室４４０に無線端末が何台入室しているか、さらには、入室している無
線端末がどの周波数帯域の無線を使用しているかを検知することができる。Ｓ３において
、コントローラ２４５は、ＲＯＭに記憶されている検査室４４０で使用できる周波数帯域
の無線の種類と、ＲＡＭに記憶されている送信履歴から検知する上述の検査室４４０内の
無線端末の状態とを比較して、無線端末１００が検査室４４０で使用できる周波数帯域の
無線があるかどうかを判定する。
【００３７】
例えば、検査室４４０内に２台の無線端末があり、それらの無線端末がそれぞれＩＥＥＥ
８０２．１１ｘとＢｌｕｅｔｏｏｔｈを使用していると送信履歴から検知された場合、コ
ントローラ２４５は検査室４４０内で使用可能な周波数帯域の無線はないと判定する（Ｓ
３：Ｎ）。そしてこのコントローラ２４５は、無線通信禁止を表す信号を赤外線投光部３
４０に送信する。この無線通信禁止を表す信号を受信した赤外線投光部３４０は、無線端
末１００の赤外線レシーバー７２に１０パルスの赤外線信号を送信する。この１０パルス
の赤外線信号を受信した無線端末１００は、無線通信を行うことができない状態になり（
Ｓ３１）、処理は終了する。
【００３８】
また、例えば、検査室４４０内に１台の無線端末があり、その無線端末がＢｌｕｅｔｏｏ
ｔｈを使用していると送信履歴から検知された場合、コントローラ２４５は検査室４４０
内で使用可能な周波数帯域の無線はあると判定する（Ｓ３：Ｙ）。そしてこのコントロー
ラ２４５は、検査室４４０内の無線端末が使用していないＩＥＥＥ８０２．１１ｘの無線
通信許可を表す信号を赤外線投光部３４０に送信する。この無線通信禁止を表す信号を受
信した赤外線投光部３４０は、無線端末１００の赤外線レシーバー７２に１パルスの赤外
線信号を送信する。この１パルスの赤外線信号を受信した無線端末１００は、ＩＥＥＥ８
０２．１１ｘで無線通信を行うことができる状態、すなわち、ＳＷ１がオンでＳＷ２がオ
フにされて無線デバイス７８のみに電源電圧が供給される状態となり（Ｓ３２）、処理は
終了する。
【００３９】
また、例えば、検査室４４０内に無線端末がないと送信履歴から検知された場合、コント
ローラ２４５は検査室４４０内で使用可能な周波数帯域の無線はあると判定する（Ｓ３：
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る周波数帯域の無線が複数ある場合、コントローラ２４５は、その病院側で設定された優
先順位に基づいて無線端末１００が使用する無線を決定する。Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈを優先
的に使用するよう設定されていれば、コントローラ２４５はＢｌｕｅｔｏｏｔｈの無線通
信許可を表す信号を赤外線投光部３４０に送信する。この無線通信禁止を表す信号を受信
した赤外線投光部３４０は、無線端末１００の赤外線レシーバー７２に２パルスの赤外線
信号を送信する。この２パルスの赤外線信号を受信した無線端末１００は、Ｂｌｕｅｔｏ
ｏｔｈで無線通信を行うことができる状態、すなわち、ＳＷ１がオフでＳＷ２がオンにさ
れて無線デバイス７９のみに電源電圧が供給される状態となり（Ｓ３２）、処理は終了す
る。
【００４０】
以上が本発明の実施形態である。本発明はこれらの実施形態に限定されるものではなく様
々な範囲で変形が可能である。
【００４１】
【発明の効果】
以上のように本発明の無線端末は、内視鏡装置により取得された情報を無線で送受信する
ものであって、受信した所定の信号に基づいて所定の周波数帯域の無線通信を禁止するか
どうかを判定する判定手段と、この判定手段により所定の周波数帯域の無線通信を禁止す
ると判定された場合にその禁止された所定の周波数帯域の電波の送受信を停止する停止手
段とを備えている。従ってこの無線端末は、無線通信が禁止されている領域内で確実に電
波を発信することがなくなる。その結果、無線端末から発信する電波により他の装置が誤
作動することを防止できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態の無線端末の構成を示す正面図である。
【図２】本発明の実施形態の無線端末の構成を示すブロック図である。
【図３】本発明の実施形態に用いられる病院の無線アクセスポイントが設置されているフ
ロアを示す図である。
【図４】本発明の実施形態に用いられるフロアにある検査室の出入口近傍を示す図である
。
【図５】本発明の実施形態の無線端末を用いたシステムの無線通信許可認証処理を示すフ
ローチャートである。
【図６】本発明の実施形態の無線端末が検査室を入退室した際にフォトセンサがコントロ
ーラに出力するパルスデータを示した図である。
【符号の説明】
７０　無線機
７２　赤外線レシーバー
７８、７９　無線デバイス
１００　無線端末
２１０～２５０　カートセンサ
３１０～３５０　赤外線投光部
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